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すいせい

　
御
宿
駅
の
南
東
約
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

、

太
平
洋
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い

岩
和
田
岬
の
メ
キ
シ
コ
記
念
公

園
の
中
に
、
大
理
石
造
り
の
高

さ
十
七
　
の
メ
キ
シ
コ
記
念
塔

（
日
・
西
・
墨
三
国
交
通
発
祥
記

念
の
碑
）が
あ
り
ま
す
。

　
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
年
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島（
当
時
は
ス
ペ

イ
ン
領
）の
総
督
ド
ン
・
ロ
ド
リ

ゴ
が
、
任
期
を
終
え
て

メ
キ
シ
コ
に
帰
る
途
中
、

嵐
に
遭
い
、
乗
っ
て
い

た
船
が
岩
和
田
海
岸
の

沖
で
座
礁
。
村
人
た
ち
は
暴
風

雨
の
中
、
総
出
で
救
助
に
あ
た
り
、

乗
組
員
三
百
十
七
人
を
救
助
し
、

手
厚
い
介
護
を
加
え
ま
し
た
。

　
当
時
の
大
多
喜
城
主
本
多
忠

朝
は
、衣
料
や
食
べ
物
を
与
え
、

ま
た
、
ロ
ド
リ
ゴ
を
大
多
喜
城

で
接
待
し
ま
し
た
。
慶
長
十
五

年（
一
六
一
〇
年
）、ロ
ド
リ
ゴ
た

ち
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス

（
三
浦
按
針
）が
建
造
し
た
西
洋

型
帆
船
セ
ン
ト
・
ボ
ナ
ベ
ン
ト

十
三
号
で
、
無
事
、
メ
キ
シ
コ

に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
、メ
キ
シ
コ
と

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
出
来
事
を
記
念
し
て
昭

和
三
年
に
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、

県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
海
水
浴
場
に
は
、

詩
人
の
加
藤
ま
さ
を
が
御
宿
の

砂
浜
か
ら
連
想
し
て
作
っ
た
「
月

の
沙
漠
」
の
詩
碑
と
記
念
像
が

あ
り
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ム
ー

ド
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

●主な産地 銚子市、飯岡町、一宮町

●出 荷 量 13,300トン（全国第8位）

　「甘さ16」というブランドで知られている銚子のアムスメ
ロンや、まろやかな甘味が特長の飯岡のタカミメロン、メロ
ンの王様といわれ主に贈答用に使われている千葉アクアメロ
ンや一宮のマスクメロンなど、千葉のメロンは、みずみずし
くて、とてもおいしいと評判です。
　特に、これから７月にかけてが食べごろです。
　潮風香る房総の温暖な気候にはぐくまれた香りの贈り物・
メロンを、みんなで味わってください。
問い合わせ　県庁農林振興課 4043－223－3082

6043－201－2623
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メキシコ記念塔と月の沙漠像
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一
面
に
広
が
る
水
田
の
緑
が
日

増
し
に
濃
く
な
る
初
夏
の
水
郷
・

佐
原
。
花
菖
蒲
が
咲
き
乱
れ
る
「
あ

や
め
祭
り
」
を
は
じ
め
、
豪
華
な

山
車
が
繰
り
出
す
「
佐
原
の
大
祭
・

夏
祭
り
」
な
ど
、
佐
原
の
魅
力
が

た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
あ
や
め
祭
り
」
は
、
市
北
部

の
「
佐
原
市
立
水
生
植
物
園
」
で

六
月
三
十
日（
日
）ま
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　
東
洋
一
と
い
わ
れ
る
約
四
百
品

種
、
百
五
十
万
本
も
の
花
菖
蒲
が
、

色
と
り
ど
り
に
美
し
く
咲
き
誇
り
、

訪
れ
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
期
間
中
、
花
嫁
を
乗
せ
た
サ
ッ

パ
舟
が
園
内
の
水
路
を
巡
る
「
嫁

入
り
舟
」
や
野
点
、
郷
土
芸
能
の

披
露
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
生
植
物
園
は
、
ハ
ス
の
栽
培

で
も
知
ら
れ
、
品
種
の
数
は
三
百

種
以
上
と
全
国
一
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　
ハ
ス
の
花
の
見
ご
ろ
に
は
、
「
は

す
祭
り
」
〈
七
月
十
三
日（
土
）〜

八
月
十
一
日（
日
）〉
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
小
野
川
沿
い
を

中
心
と
し
た
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
は
、
蔵
造
り

や
木
造
の
古
い
商
家
な
ど
が
並
び
、

利
根
川
の
水
運
が
盛
ん
だ
っ
た
こ

ろ
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
七
月
十
二
日（
金
）か
ら
十
四
日

（
日
）ま
で
、
関
東
三
大
山
車
祭
り

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
佐
原
の

大
祭
・
夏
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
佐
原
囃
の
音
に
合
わ
せ
て
、
身

の
丈
四
、
五
メ
ー

ト
ル

も
あ
る
大
き
な
人

形
な
ど
を
屋
根
に
乗
せ
た
山
車
が

に
ぎ
や
か
に
曳
き
回
さ
れ
ま
す
。

　
「
演
奏
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち

や
お
年
寄
り
が
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
っ

て
い
い
ね
』
と
言
っ
て
く
れ
る
の

が
、
何
よ
り
う
れ
し
い
ん
で
す
」

　
”一
人
で
も
多
く
の
人
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
聞
い
て
ほ
し
い
“

と
、
平
成
八
年
に
団
体
を
設
立
し

て
以
来
、
千
葉
市
花
の
美
術
館
な

ど
で
、
延
べ
六
万
人
の
人
た
ち
に

音
楽
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
普
及
と
若
手
演
奏
家

の
育
成
な
ど
を
進
め
て
い
る
「
ザ
・

ミ
ュ
ー
ズ
」（
会
員
七
十
人
）。

　
若
い
プ
ロ
の
演
奏
家
や
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
を
愛
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
す
る
音
楽
団
体
と
し
て
、
県
内

で
初
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
認
証
さ

れ
た
の
は
三
年
前
。

　
「
発
足
以
来
続
け
て
き
た
演
奏

活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う

思
い
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
の
後
の
活
動
が
や
り
や
す
く
な

り
ま
し
た
」
と
理
事
長
の
川
端
基

起
さ
ん
。

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
時
代
を
超
え

て
愛
さ
れ
て
き
た
音
楽
で
す
。
心

を
い
や
し
、
励
ま
し
て
も
く
れ
ま

す
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
聞
い
て
ほ
し
い
ん
で

す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
に
な
じ
ん

で
も
ら
い
た
い
ん
で
す
」

　
日
々
、
演
奏
技
術
を
高
め
る
努

力
を
続
け
な
が
ら
、
県
民
と
の
音

楽
の
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。
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葉
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〜
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赤
丸
部
分
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て

言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
＝
六
月
十
五
日
は
、
千
葉
県
に

と
っ
て
大
切
な
日
で
す
。

﹇
タ
テ
の
カ
ギ
﹈

�
梅
雨
時
の
花
の
定
番
。

�
ハ
チ
が
花
か
ら
集
め
る
甘
く
お
い
し

い
も
の
。

�
「
○
○
○
体
質
な
の
で
、
ま
た
太
っ

ち
ゃ
っ
た
」

�
犬
や
猫
な
ど
の
皮
膚
に
寄
生
す
る
二
、

三
ミ
リ
の
小
さ
な
虫
。
刺
さ
れ
る
と
か

ゆ
く
て
…
。

�
外
国
に
は
六
月
に
○
○
○
○
す
る
花

嫁
は
幸
せ
、
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る

と
か
。

�
「
長
い
」
は
「
ロ
ン
グ
」、「
短
い
」
は
…
。

�
○
○
○
礁
の
海
に
は
熱
帯
魚
が
い
ま
す
。

�
「
お
母
さ
ん
ち
ょ
っ
と
外
出
す
る
か

ら
、
家
の
○
○
番
し
っ
か
り
お
願
い
ね
」

﹇
ヨ
コ
の
カ
ギ
﹈

�
「
塩
辛
い
か
な
。
ち
ょ
っ
と
み
て
み
て
」

�
「
大
雨
で
道
路
が
冠
水
。
交
通
が
○

○
し
て
る
よ
」

�
「
仲
が
悪
く
て
。
い
つ
も
○
○
を
つ

き
合
わ
せ
て
る
ん
だ
」

�
飲
み
過
ぎ
は
い
け
ま
せ
ん
。

�
「
ぞ
う
き
ん
ぐ
ら
い
○
○
○
を
使
わ

な
く
て
も
手
で
縫
え
る
で
し
ょ
」

�
俳
文
集
「
お
ら
が
春
」
で
知
ら
れ
る

江
戸
時
代
の
俳
人
と
い
え
ば
…
。

�
「
音
楽
○
○
○
○
○
も
、
絵
画
○
○

○
○
○
も
、
両
方
、
金
賞
だ
」

�
病
気
の
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
。

�
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
い
い
○
○
を
あ
げ

て
ス
パ
イ
ク
。

★
水
生
植
物
園

4
０
４
７
８
（
５
６
）
０
４
１
１

▼
交
通
＝
Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
か
ら
与

田
浦
経
由
「
潮
来
」
行
き
バ
ス
で

約
25
分
、「
水
生
植
物
園
入
口
」

下
車
、
徒
歩
５
分
。
無
料
駐
車
場

有
り
。

▼
休
園
日
＝
５
月
〜
８
月
は
無

休
（
他
の
月
は
月
曜
日
）

▼
開
園
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
。
た
だ
し
「
あ
や
め

祭
り
」
期
間
中
は
平
日
が
午
前
８

時
〜
午
後
７
時
、
土
・
日
曜
日
は

午
後
９
時
ま
で
。

▼
あ
や
め
祭
り
期
間
中
の
入
園

料
＝
高
校
生
以
上
７
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
５
０
円
。
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光
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ム
ペ
ー
ジ
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も
と

お
き

は
な
し
ょ
う
ぶ

だ
　
し

の
　
だ
　
て

さ
わ
ら
ば
や
し

た
け

ひ

あ

た
だ

と
も

み
う
ら
　
あ
ん
じ
ん

せ
い

に
っ

ぼ
く

国
道
51号 水生植物園

古い町並み

鹿
嶋

小
野
川

J
R
鹿
島
線

国道356号利根川

→

銚子→←成田
佐原駅

大利根博物館

JR成
田線

網
野
和
子
、
安
藤
忍
、
石
渡
菊
枝
、
市
川
ア
イ
、
伊
東
須
美
子
、

伊
藤
由
香
、
今
井
快
枝
、
梅
澤
い
づ
み
、
大
蔵
こ
の
み
、
押
尾

阿
佐
子
、
片
山
ゆ
う
こ
、
木
村
か
お
る
、
小
舘
幸
江
、
小
林
よ

志
、
西
條
敬
乃
、
佐
藤
綾
、
佐
藤
禎
子
、
佐
藤
佳
美
、
柴
庸
介
、

島
田
晴
佳
、
城
間
美
智
子
、
鈴
木
な
な
、
高
田
喜
代
子
、
高
橋

フ
ミ
コ
、
田
中
秀
和
、
土
井
操
、
中
沢
昌
子
、
中
島
早
苗
、
永

嶌
芳
枝
、
仲
村
の
り
、
中
村
美
智
子
、
根
本
朋
彰
、
野
口
江
美
、

長
谷
川
三
千
子
、
服
部
節
子
、
林
和
夫
、
番
戸
平
直
子
、
平
田

信
孝
、
藤
平
恭
司
、
前
田
ゆ
り
、
俣
野
十
郎
、
松
本
辰
郎
、
三

浦
節
子
、
森
田
真
知
子
、
山
口
桂
一
、
横
関
誠
、
横
峰
久
子
、

吉
本
潤
子
、
鷲
尾
賢
三
、
渡
辺
美
枝
子
（
50
音
順
、
敬
称
略
）

　
お
わ
か
り
の
方
は
、
は
が
き
に
答
え
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
と
「
県
民
だ
よ
り
」
へ
の
意
見
、

感
想
を
明
記
の
う
え
、
〒
２
６
０
―
８
６
６

７
県
庁
広
報
課
ク
イ
ズ
係
へ
。
締
め
切
り
は

６
月
15
日
（
必
着
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
50
人
に
特
製
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
５
月
号
の
正
解
は
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
」
で

し
た
。
正
解
者
3,882
人
（
応
募
総
数
3,927
人
）
の

中
か
ら
抽
選
で
次
の
50
人
に
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。

国
道
128号

月の沙漠記念館

月の沙漠記念像

御
宿
駅

清
水
川

J
R
外
房
線

メキシコ記念公園

メキシコ塔

千葉銀行

月の沙漠通り
御宿海岸

「ちば県民だより」は、千葉県ホームページ（http://www.pref.chiba.jp/）に掲載しています。古紙配合率100%再生紙を使用しています。
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